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[５]スキーポータルサイトの開発

株式会社 日立製作所
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本資料の利用条件
本書は、本書に記載した要件・技術・方式に関する内容

が変更されないこと、および出典※を明示いただくことを前
提に、無償でその全部または一部を複製、翻案、翻訳、転
記、引用、公衆送信等して利用できます。なお、全体を複製、
翻案、翻訳された場合は、本書にある著作権表示および利
用条件を明示してください。

本書の著作権者は、本書の記載内容に関して、その正確
性、商品性、利用目的への適合性等に関して保証するもの
ではなく、特許権、著作権、その他の権利を侵害していない
ことを保証するものでもありません。本書の利用により生じ
た損害について、本書の著作権者は、法律上のいかなる
責任も負いません。
※表記例

出典：XMLコンソーシアム観光情報Webサービス実証プロジェクト成果資料



3

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

Copyright © XMLコンソーシアム 2003, 2004 All rights reserved.

目次

1. 日立製作所の参加目的
2. 日立製作所の担当個所
3. 季節情報/施設情報の利用フロー
4. 機能面での特徴
5. デモンストレーション
6. 開発過程での特徴
7. 開発サマリ
8. 成果
9. 感想
10.今後の課題



4

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

Copyright © XMLコンソーシアム 2003, 2004 All rights reserved.

１．日立製作所の参加目的

Webサービス推進委員会メンバー企業としての参加

実モデルに基づくWebサービスの適用検証

Document/Literal型Webサービスの適用実証

Interoperabilityの実証
（全参加企業サーバとの相互接続実証）

問題点/課題の列挙

ノウハウの蓄積

Webサービス/XML分野のビジネス適用拡大



5

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

Copyright © XMLコンソーシアム 2003, 2004 All rights reserved.

２．日立製作所の開発担当個所

日立ソフト
(Oracle ApplicationServer)

日本アイ・ビー・エム
（WebSphere）
アドソル日進

(.NET)

日立
(Cosminexus)

集配信
データエントリ
（仮想地方自治体）

富士通
(Interstage)

日本ユニシス
(.NET)

仮想旅行代理店営業所

リポジトリ

日立
(Cosminexus)

スキー情報を利用する

スキーサイト(Web版)

ポータルサイト

日本ユニシス
(Office XP)
富士電機
(.NET)

携帯端末
日本オラクル
(Oracle 9i) NEC

(WebOTX、503i)接続確認APサーバ

.NET
WebSphere
Oracle ApplicationServer
Office XP

.NET
WebSphere
Oracle ApplicationServer
Office XP

PDA
ミノルタ、都築電気..
(Interstage、PocketPC、

Zaurus)
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３．季節情報/施設情報の利用フロー
日立開発分

4月17日

万座温泉ス
キー場

積雪200cm

滑走良好◎

本日イベント
がありま
す・・・・

WS１

WS４

UDDI

WS３

日立サーバ

WS2

会員制スキーサイト

アプリケーション

会員制スキーサイト

アプリケーション

観光情報
XML

16万件

WS1

季節情報

発信

季節情報

UDDI

スキー情報契約サイト

WS3

検索

利用

施設情報
XML

WS4

入力
DB

通知
WS2

季節情報

Webブラウザ

4/16 万座温泉スキー場 100cm  ×

リアルタイム更新

4/16 万座温泉スキー場 100cm  ×

4/17 万座温泉スキー場 200cm  ◎

万座は
210cmか

集配信サーバ
自治体

リポジトリ



7

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

Copyright © XMLコンソーシアム 2003, 2004 All rights reserved.

3-1)日立実行環境
APサーバ

Cosminexus Application Server Version 5 

SOAP

Ｉ

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｉ

Ｓ

観光情報集配信サーバ

クライアント

Cosminexus Component Container
Cosminexus SOAP通信基盤

Cosminexus XML Processor

【実装】季節情報受信用Webサービス

【実装】スキーサイトアプリケーション

HiRDB V6

HTTP+SOAP

HTTP

※ IIS：
Internet Information Server 
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４．機能面での特徴
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4-1）ポータルサイトの実装コンセプト
季節情報受信Webサービス(WS2)の実装

Push型モデルによる季節情報のリアルタイム更新

施設情報の利用

スキー場施設情報と周辺施設情報の連携

データレス実装(すべての情報をWS4より取得)
Webサービスにより実現可能な機能の提案

アクセサリ機能の追加

天気予報，アクセスマップ，ゲレンデマップ，掲示板など

更新頻度が高い動的情報の処理

更新頻度が低い静的情報の処理
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4-2）季節情報受信Webサービスの実装

受信Webサービス実装によるPush型モデルの実現

WS2

(季節情報受信
用Webサービス)

スキーサイト

アプリケーション

スキーサイト

格納

取出し

4/17 万座 200 ◎
4/17 焼額 210 ◎

HiRDB V6

季節情報格納DB

集配信

WS1
Push

通知

4/17 万座 200 ◎
4/17 焼額 210 ◎

スキーサイト会員

常に最新の季節情報の提供（手作業なし）
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4-3）季節情報の表示画面

更新された季節情報の表示部分更新された季節情報の表示部分
※※4/174/17に更新した季節情報に更新した季節情報

WS2WS2により受信したにより受信した

季節情報の表示部分季節情報の表示部分
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4-4）施設情報の利用
スキー場施設情報と周辺施設情報を参照可能に！

施設情報はすべてWebサービスにより取得

•地域単位での広域な施設アピール
•実装バリエーションが豊富→アピールの多様性
•データレス実装による開発/運用コスト低減

レジャー施設

買い物情報

イベント情報 飲食店

宿泊施設

特産物情報スキー場

地域
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4-5）施設情報の利用画面

WS4WS4利用による利用による

周辺施設情報の表示周辺施設情報の表示

WS4WS4利用による施設情報表示利用による施設情報表示

WS2WS2により受信したにより受信した

季節情報の表示部分季節情報の表示部分

スキー場周辺の温泉施設
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5．開発過程での特徴
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5-1）開発工程および使用ツール

WebアプリケーションWebアプリケーション WebサービスWebサービス

WSDL策定 WSDL策定

使用ツール 使用ツール

・SOAPメッセージ
パース

・SOAP通信
インタフェース作成

・SOAPメッセージ
組立て

・SOAP通信
インタフェース作成

★ Borland
JBuilder 6 

Enterprise

★Borland
JBuilder 6 

Enterprise

★Macromedia 
Dreamweaver

静的HTML，JSP

・業務ロジックの実装・GUI部分の実装
・業務ロジックの実装
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5-2）JBuilderによる開発

・Cosminexus Studio Component Container

・Cosminexus XML Processor

・Cosminexus Studio Component Container

・Cosminexus XML Processor プ
ラグ

イン
ウィザードベースのビ

ジュアルな開発

SOAPインタフェース作

成が容易

SOAPメッセージの解析，

組立てが容易

開発工数の低減

メリット

JBuilder 6 Enterprise画面
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5-3）コード例(WS呼び出し)
import com.cosminexus.c4web.*

:
Management.connectClientIDtoCurrentThread(cltID);
try{

// メッセージ送信ファクトリクラス，メッセージ送信クラス，ホルダークラスを生成
SOAPMessageSenderFactory msgFactory = SOAPMessageSenderFactory.getInstance();
SOAPMessageSender msgSender = msgFactory.createSOAPMessageSender();

// SOAPActionの指定
msgSender.setSOAPActionURI(soapAction);

// 送信内容をホルダークラスに追加
msgHolder.addSOAPBodyElement(soapElm);
msgSender.setEndpointAddress(endpoint);

// SOAPメッセージの送信
msgHolderRet = msgSender.sendMessage(msgHolder);

if ( msgHolderRet.getSOAPBodyElements() != null ){
vecBodys = msgHolderRet.getSOAPBodyElements();

}

}
catch( C4Exception c4exp ){

:
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6．開発サマリ
(開発者数・開発時間)

開発者数：1名

開発時間：合計110時間(ポータル:98時間，WS2:12時間)

2h 10h

8h 40h 50h

0 20 40 60 80 100

WS2

ポータル

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
業務ﾛｼﾞｯｸ
GUI

(ｈ)

インタフェース実装は短時間で可能→業務ロジックに専念
GUI部分の工数が大となった(画像生成・画面の見栄え等)
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6．開発サマリ
(接続テスト回数，コードライン数)

接続テスト回数： 31回

コードライン数：合計2000ﾗｲﾝ
(ポータル:1500ﾗｲﾝ，WS2: 500ﾗｲﾝ)

200ﾗｲﾝ

200ﾗｲﾝ 1300ﾗｲﾝ

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

WS2

ポータル

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

業務ﾛｼﾞｯｸ300ﾗｲﾝ

(ライン)

SOAPメッセージ(XML)パース実装に，ある程度のライン数が必要

（Cosminexus XML Processor （JAXP準拠の）APIを使用）
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7．成果

Webサービス（Document/Literal型）の適用
Cosminexus Studio+JBuilderによる短期間での実装

Cosminexus上で問題なく動作した

Interoperabilityの実証(Document/Literal型)
集配信実装企業すべてのAPサーバと相互接続を確認

.NET/Websphere/Oracle ApplicationServer/Office XP

インターネットを利用したテストの有効性実証
最初の疎通確認はインターネットを利用して確認，

問題点などは予め列挙することができ，テスト工数の

低減につながった
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8．感想

接続エラー時の原因特定に苦労・・
SOAPメッセージだけでは特定困難

ネットワーク障害，不正SOAPメッセージ，

相手サーバダウン，自社環境設定不足，etc..

WSDL策定，季節/施設情報XMLスキーマ策定に苦労・・
各製品間のANDをとることに苦労

WSDL ，XMLスキーマ変更の度に接続テスト実施

→WSDL策定はWebサービス実装で最も重要な工程

レスポンス悪化が懸念されたが・・
通信，検索処理において問題なし

→レスポンスを考慮した実装（XDBの使用等）

SOAP1.2(エラー対応の改善)に期待！
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8．感想（続き）

SOAPAction指定は・・
SOAPAction指定必須APサーバとの接続が当初不可能

→ SOAPAction指定により回避

→ Document/Literal型通信におけるオペレーション識別は

名前空間と要素名で行うよう統一するべき

XML知識が無くたって・・
専門的なXML知識を持たない開発者が実装可能なように！
→ XMLを意識させない実装が可能なようにすることが，

Webサービス普及のためには必要

SOAPActionの用途が曖昧(仕様)→仕様化
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9．今後の課題

セキュア通信
SSL通信

WS-Security適用

デジタル署名付きSOAPメッセージ

添付ファイルの送受信
WS-Attachments等

実ビジネスへの適用
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ご清聴ありがとうございました。

＜ご参考URL＞

Cosminexus 総合サイト http://www.cosminexus.com
日立製作所ホームページ http://www.hitachi.co.jp/
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